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Abstract: The purpose of this study was to construct a childcare support program for the families 
who have two children to bring up. With the assistance of Higashi-Hiroshima city and childcare 
support centers, members from early childhood education research facility in Hiroshima 
University built up the program. In this program, it is demanded that the supporters draft the 
program while being conscious of four times, specifically approach-time, core-time, free-time and 
feedback-time. And this program also has four main components including topics, leaflet, picture 
books and reflection sheets. According to the practice, supporters can not only grow up with 
mothers and children by making use of their childcare specialty, but also can build a relationship 
of mutual trust with the participants. Besides, the support of the high quality is maintained by the 
collaboration of Higashi-Hiroshima city and childcare support centers and Hiroshima University.






















































































































































































































































































































































































































仮名 第１子年齢 性別 第２子年齢 性別
１ A さん ３歳 男 １歳 男 １回目欠席
２ B さん ２歳 男 ０歳 女
３ C さん ４歳 男 １歳 女
４ D さん ３歳 男 １歳 男 ２回目欠席
５ E さん ３歳 女 １歳 男
６ F さん ３歳 女 １歳 男
時間 構成要素 活動
10：00 アプローチタイム 1. 受け入れ
2. 自由遊び
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仮名 第１子年齢 性別 第２子年齢 性別
１ Ｇさん ５歳 男 ３歳 男
２ Ｈさん ５歳 男 ３歳 女
３ Ｉさん ６歳 女 ３歳 女
４ Ｊさん ３歳 男 １歳 男
５ Ｋさん ３歳 女 ２歳 女









10：30 アプローチタイム 1. 受け入れ
2. 自遊び







11：25 アプローチタイム 1. おひるごはん
11：50 コアタイム② 1. 話し合い「日頃の子育てで人の手を借りたいと思うこと」
自由遊び
2. ワーク「私はうちの子が大好きで
す。」
12：40 フリータイム 語らい
フィードバックタイム 保護者はアンケートを書き，振り返る
13：30 解散
支援者はアンケートを書き，振り返る
（3）支援の実際
　話し合いの途中で，G 男がピアノの蓋を開け
てもらって弾くなどしていた。そのうち，話し
合いをしている母親に，「はやくー，はやくー」
と何度か繰り返し催促し，それでも取り合わな
い母親に対して愚図っていた。それでも母親が
取り合わないので，「おなかすいたー」といい
続けていた。それに対して支援者が「じゃ，ご
飯にしよう」と話し合いの途中で区切りをつけ
た。本事例から，子どもの反応に困っている母
親に対して，支援者がどう対応するか，また「臨
機応変」という視点の曖昧さに対する課題も与
えられた。また本実践では，アプローチタイム
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が５分ほどだったことは，１回目２回目とは違
う点であり，これによるプログラムへの影響に
ついては，今後の課題である。
（4）利用者の振り返り
　本プログラムにおいても，悩みの共有，共感
が行われた。メンバー同士のアイデア，情報の
共有も行われ，自身の子育への取り入れ，工夫
をしようという前向きな気持ちが現れている。
また，少し世代が上の人たちとワークをするこ
とで，現在の不安が子どもの成長とともに解決
ができるという，子育ての見通しもつけている。
（5）支援者の振り返り
　支援者にとって想定外のことが起きた本プロ
グラムから，驚きを覚えつつも，メンバーの力
を信じながら，支援者としてプログラムの進行
や効果に固執しないことが必要だと考えている。
（6）考察
　本実践は，支援センター利用者，または子ど
も園の保護者をメンバーとしている。そのため，
プログラム開始時にはすでに支援者とメンバー
との間に信頼関係が形成されており，支援者に
よるメンバー募集の呼びかけに，スムーズな応
答が見られた。またプログラム進行もスムーズ
であった。
　メンバー構成は，支援者が「まんべんなくい
ろんな人がいた方がいい。」と語るように，様々
な状況のメンバーが含まれている方が，メン
バーの主体的学びに有効であるということが分
かった。
　本実践は，S 支援センターの特色である「親
子が日々のくらしを楽しむ」という視点を伏線
として取り入れていた。そのことが，絵本やお
やつなどの工夫，遊びのアイデアなどに現れて
いた。これらのことは，保育者が得意としてい
ることである。保育者が自身の得意な点や支援
センターの特色を活かしてプログラムを構築し
ていくことの重要性が分かった。
４．「にこにこプログラム」構築のために
（1）プログラム実施の枠組みと柔軟性
　にこにこプログラムは，〈時間の組み立て〉
や〈プログラムの必須事項〉などの枠組みがあ
ることによって，支援者同士が共通認識を持つ
ことができるプログラムである。また，それぞ
れの支援センターの持ち味を生かした内容を，
支援者自身の手で創り出すという柔軟さが，特
徴の１つでもある。支援者は，本プログラムの
立案にあたり，自ずと自分自身や所属する支援
センターに向き合うことになり，自分自身や所
属機関の良さにも気付くことができる。それは
保護者が，目の前の自分の子どものよさに気付
くことと同様であろう。このように本プログラ
ムは，枠組みがありながらも柔軟性があるため，
支援者自身が今あるものの良さに気付くという
視点を持つきっかけになると考えられる。
（2）ピンポイントの効果を狙わない
　支援者は，直接的な問題解決を目指すのでは
なく，保護者が自分自身の思いに気付き，言葉
にすることができるように見守る。また，保護
者一人ひとりの様子を見て，発言を促す。支援
者の思いやプログラムの内容を，盛り込みすぎ
ないようにすることが大切であり，時には沈黙
のよさを味わうことも重要である。
（3）支援者の「支援の質」への寄与
　テーマの選択やワークの内容は，各支援セン
ターの支援者たちが考える。支援者同士が議論
することにより，共同意識が芽生え，日常の「支
援の質」の向上にも繋がると考えられる。また，
各センターでの取り組みを支援者会議で報告し
合い，支援者たちの学び合いの機会を持つこと
により，市内全体の「支援の質」に寄与するこ
ともできると考えられる。
（4）日常の信頼関係を基盤として
　保護者と支援者は，各支援センターにおいて
日常からつながりがあることで，互いに安心し
てプログラムに参加することができる。それは，
支援者と子どもとの関係性においても同様であ
る。支援センターで育んだ信頼関係を基盤とし
たプログラムであるからこそ，支援者と保護者，
保護者同士，子ども同士の，さらに一歩進んだ
関係作りが期待できる。
（5） 支援センター・東広島市子ども家庭課・広
島大学幼年教育研究施設の協同
　支援センターの支援者は，プログラムの計画
や実施を通して，東広島市子ども家庭課・広島
大学幼年教育研究施設に支えられる経験をす
る。支援者自身が支えられるという経験は，支
援者に支えられる保護者への共感につながり，
支援者自身の気づきや成長をもたらすと考えら
れる。東広島市子ども家庭課は，支援者の実践
によって子育て支援の実際の姿を知り，市制に
反映させることができる。広島大学幼年教育研
究施設は，支援者のとりくみや実践知を分析し，
支援センターや東広島市子ども家庭課へフィー
ドバックすると共に，子育て支援の研究を積み
重ねることができる。このように３施設が協同
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することにより，東広島市内の子育てを支える
者同士のつながりが生まれ，より質の高い支援
を行うことが可能となるだろう。
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付　記
　本研究は平成29年度「広島大学地域連携推進
事業」に提案した「地域における虐待防止ペア
レントトレーニングの効果検証－親が抱えるリ
スク要因の低減を目指して－」という研究の一
環として，東広島市子ども家庭課の協力で実施
したものである。
